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場とデータが共存する

「新プラットフォーム」

オフィスワーカーの

健康データが収集される

「都市型の新コホート」

他学部と取り組む

「学際的な研究の展開」

Hills Joint Research Laboratory for Future Preventive Medicine and Wellness

居住・職空間における
生活データを収集・活用する研究群

予防医療センターに集積される

高度医療情報を活用する研究群

VISION



健康リスクにつながる社会・経済・文化的環境要因の改善

1次予防 生活習慣改善・健康教育・予防接種

 2次予防 早期発見・早期治療

 3次予防 リハビリテーション・再発予防

病気があっても生き生きと安心して過ごせる社会システムの創生

― 1次予防の前へ、3次予防の先へ、―

Hills Joint Research Laboratory for Future Preventive Medicine and WellnessVISION





認知機能が低下しても安心して金融活動が行える社会の実現に向けて



金融窓口・自宅訪問
自動取引
会話

医療機関
認知機能検査
血液・画像検査
画像検査

取引シーンと医療とのギャップを埋める

認知機能が低下しても安心して金融活動が行える社会の実現に向けて



自分自身で運用する・守る
アクティブシニアの存在・経済活動の維持/活性化

金融機関が顧客を守る
病識の乏しさ・受診率の低さ・情報連携の困難さ

双方向からのアプローチ

認知機能が低下しても安心して金融活動が行える社会の実現に向けて



1 神経発達症群/神経発達障害群
知的能力障害群
コミュニケーション症群/コミュニケーション障害群
自閉スペクトラム症/自閉症スペクトラム障害
注意欠如・多動症/注意欠如・多動性障害
限局性学習症/限局性学習障害
運動症群/運動障害群
他の神経発達症群/他の神経発達障害群

2 統合失調症スペクトラム障害および他の精神病性障害群
統合失調型（パーソナリティ）障害
妄想性障害
短期精神病性障害
統合失調症様障害
統合失調症
統合失調感情障害
物質・医薬品誘発性精神病性障害
他の医学的疾患による精神病性障害
他の特定される統合失調症スペクトラム障害および他の精神病性障害
特定不能の統合失調症スペクトラム障害および他の精神病性障害

緊張病
3 双極性障害および関連障害群

双極I型障害
双極II型障害
気分循環性障害
物質・医薬品誘発性双極性障害および関連障害
他の医学的疾患による双極性障害および関連障害
他の特定される双極性障害および関連障害
特定不能の統合失調症スペクトラム障害および他の精神病性障害

4 抑うつ障害群
重篤気分調節省
うつ病
持続性抑うつ障害（気分変調症）
月経前不快気分障害
物質・医薬品誘発性抑うつ障害
他の医学的疾患による抑うつ障害
他の特定される抑うつ障害
特定不能の抑うつ障害

15  秩序破壊的・衝動制御・素行症群
反抗挑発症
間欠爆発症
素行症
反社会性パーソナリティ障害
放火症
窃盗症
他の特定される秩序破壊的・衝動制御・素行症群
特定不能の秩序破壊的・衝動制御・素行症群

16  物質関連障害および嗜癖性障害群
物質関連障害群

物質使用障害群
物質誘発性障害群

アルコール関連障害群
カフェイン関連障害群
大麻関連障害群
幻覚薬関連障害群
吸入剤関連障害群
オピオイド関連障害群
鎮静薬，睡眠薬，または抗不安薬関連障害群
精神刺激薬関連障害群
タバコ関連障害群
他の（または不明の）物質関連障害群
非物質関連障害群

17  神経認知障害群
神経認知領域
認知症（DSM-5）および軽度認知障害（DSM-5）

18  パーソナリティ障害群
A群パーソナリティ障害
B群パーソナリティ障害
C群パーソナリティ障害
他のパーソナリティ障害

19  パラフィリア障害群
20  他の精神疾患群
21  医薬品誘発性運動症群および他の医薬品有害作用
22 臨床的関与の対象となることのある他の状態

9 身体症状症および関連症群
身体症状症
病期不安症
変換症
他の医学的疾患に影響する心理的要因
作為症
他の特定される身体症状症および関連症
特定不能の身体症状症および関連症

10  食行動障害および摂食障害群
異食症
反芻症
回避・制限性食物摂取症
神経性やせ症
神経性過食症
可食性障害

他の特定される食行動障害および摂食障害
特定不能の食行動障害および摂食障害
11  排泄症群

遣尿症
遣糞症
他の特定される排泄症
特定不能の排泄症

12  睡眠-覚醒障害群
不眠障害
過眠障害
ナルコレプシー

呼吸関連睡眠障害群
睡眠時随伴症群

ノンレムからの格性障害
悪夢障害
レム睡眠行動障害
レストレスレッグ症候群
他

13  性機能不全群
14  性別違和

5 不安症群/不安障害群
分離不安症
選択制緘黙
限局性恐怖症
社交不安症
パニック症
広場恐怖症
全般不安症
物質・医薬品誘発性不安症
他の医学的疾患による不安症
他の特定される不安症
特定不能の不安症

6 強迫症および関連症群/強迫性障害および関連障害群
強迫症
醜形恐怖症
ためこみ症
抜毛症
皮膚むしり症
物質・医薬品誘発性強迫症および関連症
他の医学的疾患による強迫症および関連症
他の特定される強迫症および関連症
特定不能の強迫症および関連症

7 心的外傷およびストレス因関連障害群
反応性アタッチメント障害
脱抑制型対人交流障害
心的外傷後ストレス障害
急性ストレス障害
適応障害
他の特定される心的外傷およびストレス因関連障害
特定不能の心的外傷およびストレス因関連障害

8 解離症群/解離性障害群
解離性同一症
解離性健忘
離人感・現実感消失症
他の特定される解離症
特定不能の解離症

DSM-5 精神疾患の診断・統計のマニュアル American Psychiatric Association（訳：日本精神神経学会）医学書院 2014年



1 神経発達症群/神経発達障害群
知的能力障害群
コミュニケーション症群/コミュニケーション障害群
自閉スペクトラム症/自閉症スペクトラム障害
注意欠如・多動症/注意欠如・多動性障害
限局性学習症/限局性学習障害
運動症群/運動障害群
他の神経発達症群/他の神経発達障害群

2 統合失調症スペクトラム障害および他の精神病性障害群
統合失調型（パーソナリティ）障害
妄想性障害
短期精神病性障害
統合失調症様障害
統合失調症
統合失調感情障害
物質・医薬品誘発性精神病性障害
他の医学的疾患による精神病性障害
他の特定される統合失調症スペクトラム障害および他の精神病性障害
特定不能の統合失調症スペクトラム障害および他の精神病性障害

緊張病
3 双極性障害および関連障害群

双極I型障害
双極II型障害
気分循環性障害
物質・医薬品誘発性双極性障害および関連障害
他の医学的疾患による双極性障害および関連障害
他の特定される双極性障害および関連障害
特定不能の統合失調症スペクトラム障害および他の精神病性障害

4 抑うつ障害群
重篤気分調節省
うつ病
持続性抑うつ障害（気分変調症）
月経前不快気分障害
物質・医薬品誘発性抑うつ障害
他の医学的疾患による抑うつ障害
他の特定される抑うつ障害
特定不能の抑うつ障害

15  秩序破壊的・衝動制御・素行症群
反抗挑発症
間欠爆発症
素行症
反社会性パーソナリティ障害
放火症
窃盗症
他の特定される秩序破壊的・衝動制御・素行症群
特定不能の秩序破壊的・衝動制御・素行症群

16  物質関連障害および嗜癖性障害群
物質関連障害群

物質使用障害群
物質誘発性障害群

アルコール関連障害群
カフェイン関連障害群
大麻関連障害群
幻覚薬関連障害群
吸入剤関連障害群
オピオイド関連障害群
鎮静薬，睡眠薬，または抗不安薬関連障害群
精神刺激薬関連障害群
タバコ関連障害群
他の（または不明の）物質関連障害群
非物質関連障害群

17  神経認知障害群
神経認知領域
認知症（DSM-5）および軽度認知障害（DSM-5）

18  パーソナリティ障害群
A群パーソナリティ障害
B群パーソナリティ障害
C群パーソナリティ障害
他のパーソナリティ障害

19  パラフィリア障害群
20  他の精神疾患群
21  医薬品誘発性運動症群および他の医薬品有害作用
22 臨床的関与の対象となることのある他の状態

9 身体症状症および関連症群
身体症状症
病期不安症
変換症
他の医学的疾患に影響する心理的要因
作為症
他の特定される身体症状症および関連症
特定不能の身体症状症および関連症

10  食行動障害および摂食障害群
異食症
反芻症
回避・制限性食物摂取症
神経性やせ症
神経性過食症
可食性障害

他の特定される食行動障害および摂食障害
特定不能の食行動障害および摂食障害
11  排泄症群

遣尿症
遣糞症
他の特定される排泄症
特定不能の排泄症

12  睡眠-覚醒障害群
不眠障害
過眠障害
ナルコレプシー

呼吸関連睡眠障害群
睡眠時随伴症群

ノンレムからの格性障害
悪夢障害
レム睡眠行動障害
レストレスレッグ症候群
他

13  性機能不全群
14  性別違和

5 不安症群/不安障害群
分離不安症
選択制緘黙
限局性恐怖症
社交不安症
パニック症
広場恐怖症
全般不安症
物質・医薬品誘発性不安症
他の医学的疾患による不安症
他の特定される不安症
特定不能の不安症

6 強迫症および関連症群/強迫性障害および関連障害群
強迫症
醜形恐怖症
ためこみ症
抜毛症
皮膚むしり症
物質・医薬品誘発性強迫症および関連症
他の医学的疾患による強迫症および関連症
他の特定される強迫症および関連症
特定不能の強迫症および関連症

7 心的外傷およびストレス因関連障害群
反応性アタッチメント障害
脱抑制型対人交流障害
心的外傷後ストレス障害
急性ストレス障害
適応障害
他の特定される心的外傷およびストレス因関連障害
特定不能の心的外傷およびストレス因関連障害

8 解離症群/解離性障害群
解離性同一症
解離性健忘
離人感・現実感消失症
他の特定される解離症
特定不能の解離症

DSM-5 精神疾患の診断・統計のマニュアル American Psychiatric Association（訳：日本精神神経学会）医学書院 2014年

うつ病



1 神経発達症群/神経発達障害群
知的能力障害群
コミュニケーション症群/コミュニケーション障害群
自閉スペクトラム症/自閉症スペクトラム障害
注意欠如・多動症/注意欠如・多動性障害
限局性学習症/限局性学習障害
運動症群/運動障害群
他の神経発達症群/他の神経発達障害群

2 統合失調症スペクトラム障害および他の精神病性障害群
統合失調型（パーソナリティ）障害
妄想性障害
短期精神病性障害
統合失調症様障害
統合失調症
統合失調感情障害
物質・医薬品誘発性精神病性障害
他の医学的疾患による精神病性障害
他の特定される統合失調症スペクトラム障害および他の精神病性障害
特定不能の統合失調症スペクトラム障害および他の精神病性障害

緊張病
3 双極性障害および関連障害群

双極I型障害
双極II型障害
気分循環性障害
物質・医薬品誘発性双極性障害および関連障害
他の医学的疾患による双極性障害および関連障害
他の特定される双極性障害および関連障害
特定不能の統合失調症スペクトラム障害および他の精神病性障害

4 抑うつ障害群
重篤気分調節省
うつ病
持続性抑うつ障害（気分変調症）
月経前不快気分障害
物質・医薬品誘発性抑うつ障害
他の医学的疾患による抑うつ障害
他の特定される抑うつ障害
特定不能の抑うつ障害

15  秩序破壊的・衝動制御・素行症群
反抗挑発症
間欠爆発症
素行症
反社会性パーソナリティ障害
放火症
窃盗症
他の特定される秩序破壊的・衝動制御・素行症群
特定不能の秩序破壊的・衝動制御・素行症群

16  物質関連障害および嗜癖性障害群
物質関連障害群

物質使用障害群
物質誘発性障害群

アルコール関連障害群
カフェイン関連障害群
大麻関連障害群
幻覚薬関連障害群
吸入剤関連障害群
オピオイド関連障害群
鎮静薬，睡眠薬，または抗不安薬関連障害群
精神刺激薬関連障害群
タバコ関連障害群
他の（または不明の）物質関連障害群
非物質関連障害群

17  神経認知障害群
神経認知領域
認知症（DSM-5）および軽度認知障害（DSM-5）

18  パーソナリティ障害群
A群パーソナリティ障害
B群パーソナリティ障害
C群パーソナリティ障害
他のパーソナリティ障害

19  パラフィリア障害群
20  他の精神疾患群
21  医薬品誘発性運動症群および他の医薬品有害作用
22 臨床的関与の対象となることのある他の状態

9 身体症状症および関連症群
身体症状症
病期不安症
変換症
他の医学的疾患に影響する心理的要因
作為症
他の特定される身体症状症および関連症
特定不能の身体症状症および関連症

10  食行動障害および摂食障害群
異食症
反芻症
回避・制限性食物摂取症
神経性やせ症
神経性過食症
可食性障害

他の特定される食行動障害および摂食障害
特定不能の食行動障害および摂食障害
11  排泄症群

遣尿症
遣糞症
他の特定される排泄症
特定不能の排泄症

12  睡眠-覚醒障害群
不眠障害
過眠障害
ナルコレプシー

呼吸関連睡眠障害群
睡眠時随伴症群

ノンレムからの格性障害
悪夢障害
レム睡眠行動障害
レストレスレッグ症候群
他

13  性機能不全群
14  性別違和

5 不安症群/不安障害群
分離不安症
選択制緘黙
限局性恐怖症
社交不安症
パニック症
広場恐怖症
全般不安症
物質・医薬品誘発性不安症
他の医学的疾患による不安症
他の特定される不安症
特定不能の不安症

6 強迫症および関連症群/強迫性障害および関連障害群
強迫症
醜形恐怖症
ためこみ症
抜毛症
皮膚むしり症
物質・医薬品誘発性強迫症および関連症
他の医学的疾患による強迫症および関連症
他の特定される強迫症および関連症
特定不能の強迫症および関連症

7 心的外傷およびストレス因関連障害群
反応性アタッチメント障害
脱抑制型対人交流障害
心的外傷後ストレス障害
急性ストレス障害
適応障害
他の特定される心的外傷およびストレス因関連障害
特定不能の心的外傷およびストレス因関連障害

8 解離症群/解離性障害群
解離性同一症
解離性健忘
離人感・現実感消失症
他の特定される解離症
特定不能の解離症

DSM-5 精神疾患の診断・統計のマニュアル American Psychiatric Association（訳：日本精神神経学会）医学書院 2014年

うつ病 統合失調症



1 神経発達症群/神経発達障害群
知的能力障害群
コミュニケーション症群/コミュニケーション障害群
自閉スペクトラム症/自閉症スペクトラム障害
注意欠如・多動症/注意欠如・多動性障害
限局性学習症/限局性学習障害
運動症群/運動障害群
他の神経発達症群/他の神経発達障害群

2 統合失調症スペクトラム障害および他の精神病性障害群
統合失調型（パーソナリティ）障害
妄想性障害
短期精神病性障害
統合失調症様障害
統合失調症
統合失調感情障害
物質・医薬品誘発性精神病性障害
他の医学的疾患による精神病性障害
他の特定される統合失調症スペクトラム障害および他の精神病性障害
特定不能の統合失調症スペクトラム障害および他の精神病性障害

緊張病
3 双極性障害および関連障害群

双極I型障害
双極II型障害
気分循環性障害
物質・医薬品誘発性双極性障害および関連障害
他の医学的疾患による双極性障害および関連障害
他の特定される双極性障害および関連障害
特定不能の統合失調症スペクトラム障害および他の精神病性障害

4 抑うつ障害群
重篤気分調節省
うつ病
持続性抑うつ障害（気分変調症）
月経前不快気分障害
物質・医薬品誘発性抑うつ障害
他の医学的疾患による抑うつ障害
他の特定される抑うつ障害
特定不能の抑うつ障害

15  秩序破壊的・衝動制御・素行症群
反抗挑発症
間欠爆発症
素行症
反社会性パーソナリティ障害
放火症
窃盗症
他の特定される秩序破壊的・衝動制御・素行症群
特定不能の秩序破壊的・衝動制御・素行症群

16  物質関連障害および嗜癖性障害群
物質関連障害群

物質使用障害群
物質誘発性障害群

アルコール関連障害群
カフェイン関連障害群
大麻関連障害群
幻覚薬関連障害群
吸入剤関連障害群
オピオイド関連障害群
鎮静薬，睡眠薬，または抗不安薬関連障害群
精神刺激薬関連障害群
タバコ関連障害群
他の（または不明の）物質関連障害群
非物質関連障害群

17  神経認知障害群
神経認知領域
認知症（DSM-5）および軽度認知障害（DSM-5）

18  パーソナリティ障害群
A群パーソナリティ障害
B群パーソナリティ障害
C群パーソナリティ障害
他のパーソナリティ障害

19  パラフィリア障害群
20  他の精神疾患群
21  医薬品誘発性運動症群および他の医薬品有害作用
22 臨床的関与の対象となることのある他の状態

9 身体症状症および関連症群
身体症状症
病期不安症
変換症
他の医学的疾患に影響する心理的要因
作為症
他の特定される身体症状症および関連症
特定不能の身体症状症および関連症

10  食行動障害および摂食障害群
異食症
反芻症
回避・制限性食物摂取症
神経性やせ症
神経性過食症
可食性障害

他の特定される食行動障害および摂食障害
特定不能の食行動障害および摂食障害
11  排泄症群

遣尿症
遣糞症
他の特定される排泄症
特定不能の排泄症

12  睡眠-覚醒障害群
不眠障害
過眠障害
ナルコレプシー

呼吸関連睡眠障害群
睡眠時随伴症群

ノンレムからの格性障害
悪夢障害
レム睡眠行動障害
レストレスレッグ症候群
他

13  性機能不全群
14  性別違和

5 不安症群/不安障害群
分離不安症
選択制緘黙
限局性恐怖症
社交不安症
パニック症
広場恐怖症
全般不安症
物質・医薬品誘発性不安症
他の医学的疾患による不安症
他の特定される不安症
特定不能の不安症

6 強迫症および関連症群/強迫性障害および関連障害群
強迫症
醜形恐怖症
ためこみ症
抜毛症
皮膚むしり症
物質・医薬品誘発性強迫症および関連症
他の医学的疾患による強迫症および関連症
他の特定される強迫症および関連症
特定不能の強迫症および関連症

7 心的外傷およびストレス因関連障害群
反応性アタッチメント障害
脱抑制型対人交流障害
心的外傷後ストレス障害
急性ストレス障害
適応障害
他の特定される心的外傷およびストレス因関連障害
特定不能の心的外傷およびストレス因関連障害

8 解離症群/解離性障害群
解離性同一症
解離性健忘
離人感・現実感消失症
他の特定される解離症
特定不能の解離症
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うつ病 統合失調症

不安症
パニック症, 社交不安症等



1 神経発達症群/神経発達障害群
知的能力障害群
コミュニケーション症群/コミュニケーション障害群
自閉スペクトラム症/自閉症スペクトラム障害
注意欠如・多動症/注意欠如・多動性障害
限局性学習症/限局性学習障害
運動症群/運動障害群
他の神経発達症群/他の神経発達障害群

2 統合失調症スペクトラム障害および他の精神病性障害群
統合失調型（パーソナリティ）障害
妄想性障害
短期精神病性障害
統合失調症様障害
統合失調症
統合失調感情障害
物質・医薬品誘発性精神病性障害
他の医学的疾患による精神病性障害
他の特定される統合失調症スペクトラム障害および他の精神病性障害
特定不能の統合失調症スペクトラム障害および他の精神病性障害

緊張病
3 双極性障害および関連障害群

双極I型障害
双極II型障害
気分循環性障害
物質・医薬品誘発性双極性障害および関連障害
他の医学的疾患による双極性障害および関連障害
他の特定される双極性障害および関連障害
特定不能の統合失調症スペクトラム障害および他の精神病性障害

4 抑うつ障害群
重篤気分調節省
うつ病
持続性抑うつ障害（気分変調症）
月経前不快気分障害
物質・医薬品誘発性抑うつ障害
他の医学的疾患による抑うつ障害
他の特定される抑うつ障害
特定不能の抑うつ障害

15  秩序破壊的・衝動制御・素行症群
反抗挑発症
間欠爆発症
素行症
反社会性パーソナリティ障害
放火症
窃盗症
他の特定される秩序破壊的・衝動制御・素行症群
特定不能の秩序破壊的・衝動制御・素行症群

16  物質関連障害および嗜癖性障害群
物質関連障害群

物質使用障害群
物質誘発性障害群

アルコール関連障害群
カフェイン関連障害群
大麻関連障害群
幻覚薬関連障害群
吸入剤関連障害群
オピオイド関連障害群
鎮静薬，睡眠薬，または抗不安薬関連障害群
精神刺激薬関連障害群
タバコ関連障害群
他の（または不明の）物質関連障害群
非物質関連障害群

17  神経認知障害群
神経認知領域
認知症（DSM-5）および軽度認知障害（DSM-5）

18  パーソナリティ障害群
A群パーソナリティ障害
B群パーソナリティ障害
C群パーソナリティ障害
他のパーソナリティ障害

19  パラフィリア障害群
20  他の精神疾患群
21  医薬品誘発性運動症群および他の医薬品有害作用
22 臨床的関与の対象となることのある他の状態

9 身体症状症および関連症群
身体症状症
病期不安症
変換症
他の医学的疾患に影響する心理的要因
作為症
他の特定される身体症状症および関連症
特定不能の身体症状症および関連症

10  食行動障害および摂食障害群
異食症
反芻症
回避・制限性食物摂取症
神経性やせ症
神経性過食症
可食性障害

他の特定される食行動障害および摂食障害
特定不能の食行動障害および摂食障害
11  排泄症群

遣尿症
遣糞症
他の特定される排泄症
特定不能の排泄症

12  睡眠-覚醒障害群
不眠障害
過眠障害
ナルコレプシー

呼吸関連睡眠障害群
睡眠時随伴症群

ノンレムからの格性障害
悪夢障害
レム睡眠行動障害
レストレスレッグ症候群
他

13  性機能不全群
14  性別違和

5 不安症群/不安障害群
分離不安症
選択制緘黙
限局性恐怖症
社交不安症
パニック症
広場恐怖症
全般不安症
物質・医薬品誘発性不安症
他の医学的疾患による不安症
他の特定される不安症
特定不能の不安症

6 強迫症および関連症群/強迫性障害および関連障害群
強迫症
醜形恐怖症
ためこみ症
抜毛症
皮膚むしり症
物質・医薬品誘発性強迫症および関連症
他の医学的疾患による強迫症および関連症
他の特定される強迫症および関連症
特定不能の強迫症および関連症

7 心的外傷およびストレス因関連障害群
反応性アタッチメント障害
脱抑制型対人交流障害
心的外傷後ストレス障害
急性ストレス障害
適応障害
他の特定される心的外傷およびストレス因関連障害
特定不能の心的外傷およびストレス因関連障害

8 解離症群/解離性障害群
解離性同一症
解離性健忘
離人感・現実感消失症
他の特定される解離症
特定不能の解離症
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うつ病 統合失調症

不安症
パニック症, 社交不安症等 認知症



診断基準は存在するが、本質的には典型的な患者とどう類似しているのか、
正常と考えられる範囲をどの程度逸脱しているのか、

いわば自分のモノサシと照らし合わせて診断・重症度評価を行う

患者の気分・気力・考え

日常生活の様子

表情・声・動作

精神科疾患の診断は患者との会話を通じて行われる



1 神経発達症群/神経発達障害群
知的能力障害群
コミュニケーション症群/コミュニケーション障害群
自閉スペクトラム症/自閉症スペクトラム障害
注意欠如・多動症/注意欠如・多動性障害
限局性学習症/限局性学習障害
運動症群/運動障害群
他の神経発達症群/他の神経発達障害群

2 統合失調症スペクトラム障害および他の精神病性障害群
統合失調型（パーソナリティ）障害
妄想性障害
短期精神病性障害
統合失調症様障害
統合失調症
統合失調感情障害
物質・医薬品誘発性精神病性障害
他の医学的疾患による精神病性障害
他の特定される統合失調症スペクトラム障害および他の精神病性障害
特定不能の統合失調症スペクトラム障害および他の精神病性障害

緊張病
3 双極性障害および関連障害群

双極I型障害
双極II型障害
気分循環性障害
物質・医薬品誘発性双極性障害および関連障害
他の医学的疾患による双極性障害および関連障害
他の特定される双極性障害および関連障害
特定不能の統合失調症スペクトラム障害および他の精神病性障害

4 抑うつ障害群
重篤気分調節省
うつ病
持続性抑うつ障害（気分変調症）
月経前不快気分障害
物質・医薬品誘発性抑うつ障害
他の医学的疾患による抑うつ障害
他の特定される抑うつ障害
特定不能の抑うつ障害

15  秩序破壊的・衝動制御・素行症群
反抗挑発症
間欠爆発症
素行症
反社会性パーソナリティ障害
放火症
窃盗症
他の特定される秩序破壊的・衝動制御・素行症群
特定不能の秩序破壊的・衝動制御・素行症群

16  物質関連障害および嗜癖性障害群
物質関連障害群

物質使用障害群
物質誘発性障害群

アルコール関連障害群
カフェイン関連障害群
大麻関連障害群
幻覚薬関連障害群
吸入剤関連障害群
オピオイド関連障害群
鎮静薬，睡眠薬，または抗不安薬関連障害群
精神刺激薬関連障害群
タバコ関連障害群
他の（または不明の）物質関連障害群
非物質関連障害群

17  神経認知障害群
神経認知領域
認知症（DSM-5）および軽度認知障害（DSM-5）

18  パーソナリティ障害群
A群パーソナリティ障害
B群パーソナリティ障害
C群パーソナリティ障害
他のパーソナリティ障害

19  パラフィリア障害群
20  他の精神疾患群
21  医薬品誘発性運動症群および他の医薬品有害作用
22 臨床的関与の対象となることのある他の状態

9 身体症状症および関連症群
身体症状症
病期不安症
変換症
他の医学的疾患に影響する心理的要因
作為症
他の特定される身体症状症および関連症
特定不能の身体症状症および関連症

10  食行動障害および摂食障害群
異食症
反芻症
回避・制限性食物摂取症
神経性やせ症
神経性過食症
可食性障害

他の特定される食行動障害および摂食障害
特定不能の食行動障害および摂食障害
11  排泄症群

遣尿症
遣糞症
他の特定される排泄症
特定不能の排泄症

12  睡眠-覚醒障害群
不眠障害
過眠障害
ナルコレプシー

呼吸関連睡眠障害群
睡眠時随伴症群

ノンレムからの格性障害
悪夢障害
レム睡眠行動障害
レストレスレッグ症候群
他

13  性機能不全群
14  性別違和

5 不安症群/不安障害群
分離不安症
選択制緘黙
限局性恐怖症
社交不安症
パニック症
広場恐怖症
全般不安症
物質・医薬品誘発性不安症
他の医学的疾患による不安症
他の特定される不安症
特定不能の不安症

6 強迫症および関連症群/強迫性障害および関連障害群
強迫症
醜形恐怖症
ためこみ症
抜毛症
皮膚むしり症
物質・医薬品誘発性強迫症および関連症
他の医学的疾患による強迫症および関連症
他の特定される強迫症および関連症
特定不能の強迫症および関連症

7 心的外傷およびストレス因関連障害群
反応性アタッチメント障害
脱抑制型対人交流障害
心的外傷後ストレス障害
急性ストレス障害
適応障害
他の特定される心的外傷およびストレス因関連障害
特定不能の心的外傷およびストレス因関連障害

8 解離症群/解離性障害群
解離性同一症
解離性健忘
離人感・現実感消失症
他の特定される解離症
特定不能の解離症

DSM-5 精神疾患の診断・統計のマニュアル American Psychiatric Association（訳：日本精神神経学会）医学書院 2014年

うつ病 統合失調症

不安症
パニック症, 社交不安症等 認知症



1 神経発達症群/神経発達障害群
知的能力障害群
コミュニケーション症群/コミュニケーション障害群
自閉スペクトラム症/自閉症スペクトラム障害
注意欠如・多動症/注意欠如・多動性障害
限局性学習症/限局性学習障害
運動症群/運動障害群
他の神経発達症群/他の神経発達障害群

2 統合失調症スペクトラム障害および他の精神病性障害群
統合失調型（パーソナリティ）障害
妄想性障害
短期精神病性障害
統合失調症様障害
統合失調症
統合失調感情障害
物質・医薬品誘発性精神病性障害
他の医学的疾患による精神病性障害
他の特定される統合失調症スペクトラム障害および他の精神病性障害
特定不能の統合失調症スペクトラム障害および他の精神病性障害

緊張病
3 双極性障害および関連障害群

双極I型障害
双極II型障害
気分循環性障害
物質・医薬品誘発性双極性障害および関連障害
他の医学的疾患による双極性障害および関連障害
他の特定される双極性障害および関連障害
特定不能の統合失調症スペクトラム障害および他の精神病性障害

4 抑うつ障害群
重篤気分調節省
うつ病
持続性抑うつ障害（気分変調症）
月経前不快気分障害
物質・医薬品誘発性抑うつ障害
他の医学的疾患による抑うつ障害
他の特定される抑うつ障害
特定不能の抑うつ障害

15  秩序破壊的・衝動制御・素行症群
反抗挑発症
間欠爆発症
素行症
反社会性パーソナリティ障害
放火症
窃盗症
他の特定される秩序破壊的・衝動制御・素行症群
特定不能の秩序破壊的・衝動制御・素行症群

16  物質関連障害および嗜癖性障害群
物質関連障害群

物質使用障害群
物質誘発性障害群

アルコール関連障害群
カフェイン関連障害群
大麻関連障害群
幻覚薬関連障害群
吸入剤関連障害群
オピオイド関連障害群
鎮静薬，睡眠薬，または抗不安薬関連障害群
精神刺激薬関連障害群
タバコ関連障害群
他の（または不明の）物質関連障害群
非物質関連障害群

17  神経認知障害群
神経認知領域
認知症（DSM-5）および軽度認知障害（DSM-5）

18  パーソナリティ障害群
A群パーソナリティ障害
B群パーソナリティ障害
C群パーソナリティ障害
他のパーソナリティ障害

19  パラフィリア障害群
20  他の精神疾患群
21  医薬品誘発性運動症群および他の医薬品有害作用
22 臨床的関与の対象となることのある他の状態

9 身体症状症および関連症群
身体症状症
病期不安症
変換症
他の医学的疾患に影響する心理的要因
作為症
他の特定される身体症状症および関連症
特定不能の身体症状症および関連症

10  食行動障害および摂食障害群
異食症
反芻症
回避・制限性食物摂取症
神経性やせ症
神経性過食症
可食性障害

他の特定される食行動障害および摂食障害
特定不能の食行動障害および摂食障害
11  排泄症群

遣尿症
遣糞症
他の特定される排泄症
特定不能の排泄症

12  睡眠-覚醒障害群
不眠障害
過眠障害
ナルコレプシー

呼吸関連睡眠障害群
睡眠時随伴症群

ノンレムからの格性障害
悪夢障害
レム睡眠行動障害
レストレスレッグ症候群
他

13  性機能不全群
14  性別違和

5 不安症群/不安障害群
分離不安症
選択制緘黙
限局性恐怖症
社交不安症
パニック症
広場恐怖症
全般不安症
物質・医薬品誘発性不安症
他の医学的疾患による不安症
他の特定される不安症
特定不能の不安症

6 強迫症および関連症群/強迫性障害および関連障害群
強迫症
醜形恐怖症
ためこみ症
抜毛症
皮膚むしり症
物質・医薬品誘発性強迫症および関連症
他の医学的疾患による強迫症および関連症
他の特定される強迫症および関連症
特定不能の強迫症および関連症

7 心的外傷およびストレス因関連障害群
反応性アタッチメント障害
脱抑制型対人交流障害
心的外傷後ストレス障害
急性ストレス障害
適応障害
他の特定される心的外傷およびストレス因関連障害
特定不能の心的外傷およびストレス因関連障害

8 解離症群/解離性障害群
解離性同一症
解離性健忘
離人感・現実感消失症
他の特定される解離症
特定不能の解離症

DSM-5 精神疾患の診断・統計のマニュアル American Psychiatric Association（訳：日本精神神経学会）医学書院 2014年

・・・・多くの精神疾患についての明確な生物学的マーカーまたは重症度の評価に有用
な臨床尺度がないことから、診断基準に示された正常と病理症状の表現を完全に分
けることはいまだできない。・・・

うつ病 統合失調症

不安症
パニック症, 社交不安症等 認知症



• 治療開始のタイミングが不明確
• 予防への取り組みが困難
• 治療開始判断が医師によって異なる

• 治療反応がわかりにくい
• 現在の治療が効いているのか？
• 薬剤を変更すべき？

• 治験（新薬開発）の失敗
• 薬のプラセボに対する効果が不明確

生物学的指標の
不在による
種々の問題



Kishimoto et al. Contemporary Clinical Trials Communications. 2020

デジタル技術を活用した診療支援技術開発

睡眠

マルチモダルデータ
を組み込むためのソ
フトウェア・プラッ
トフォーム

ウェアラブルデ
バイスを用いた
日常生活の
モニタリング

診察場面の記録
画像表情推定
(無喜怒哀楽)
経時的表情変化
瞬目

カメラ
(画像解析)

機械学習

声 音声解析

会話
(音響,話速,感情語,
指示語,文法, 語彙)

新規デバイスの開発

事業化

診療補助システム
およびデバイスの開発

客観的重症度尺度の作成

重症度を反映する特徴量の同定
再発パターンの同定

赤外線
カメラ 動作速度

落ち着きのなさ

慶應義塾大学
理工学部

表 情

活動量

行動範囲

慶應義塾大学
医学部

精神・神経科既存尺度による症状評価

体 動

表情・音声・日常生活活動の定量化から精神症状の客観的評価をリアルタイムで届けるデバイスの開発



精神病理学

こころの病を理解しようとする学問

患者の言語を理解、解釈、診断

自然言語処理を用いた精神疾患の定量技術開発

自然言語処理

人間が使う自然言語をコンピュータが処理

Big Data x 解析技術の向上

Understanding Psychiatric Illness 
through Natural Language Processing

形態素

• 語彙 カテゴリー
意味

• 指示語の頻度 単
語の反復

係り受け

• 係り受けの距離
複雑さ

項構造解析

• 文章構造

×

Understanding Psychiatric Illness through 
Natural Language Processing

演者作成



自分自身で運用する・守る
アクティブシニアの存在・経済活動の維持/活性化

金融機関が顧客を守る
病識の乏しさ・受診率の低さ・情報連携の困難さ

双方向からのアプローチ

認知機能が低下しても安心して金融活動が行える社会の実現に向けて



金融機関からみた高齢者金融取引の課題

一定年齢での金融取引からの排除
⇒機会喪失

顧客理解のための上長と訪問
⇒非専門家ｘ2でリスクを検知できているか？



D3 柱3） 金融機関等における高齢者の認知機能低下リスク検知技術の開発

柱3で活用する音響AIツール概念図

声帯の解剖と発声に関する神経支配

波形とスペクトログラム

音響学的な特徴を用いた認知症リスク判定



D3 柱3） 金融機関等における高齢者の認知機能低下リスク検知技術の開発

柱3で取り組む開発内容全体の概念図（金融機関職員によるレーティングおよび音響AIツールの活用

項目番
号

対象となる
認知領域

確認事項 確認基準

・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・

2 エピソード記憶1
最近の時事ニュースを

覚えてるか

〇明確な記憶がある
●知っているが曖昧
●覚えていない、知らない

3 エピソード記憶2
身の回りの出来事を覚

えているか
・・・・

・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・

10 注意
会話中、集中できてい

るか

〇話に集中できている 
●集中できないことがある
●集中していない

11 アパシー 興味関心があるか ・・・・

12 見当識 今日の日付 ・・・・

・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・

顧客との会話に際して、認知機能低
下を示唆する初見がある場合にチェック

見当識、記憶（エピソード記憶、展
望記憶等）、注意機能、アパシーなど
全15項目に渡る幅広い認知機能を
網羅

認知機能の低下への気付きを助ける面談チェックリスト

音響学的な特徴を用いて認知機能の低下リスクを推定するAI

面談チェックリスト

●慶應義塾大学と金融機関との共同開発

音響AI

●慶應義塾大学による開発（世界知的所有権機関

出願番号PCT/JP2020/043563 日本、欧州、アメ

リカ移行済）

●i2medical社による社会実装支援ソフトウェア構築



金融機関からみた高齢者金融取引の課題

一定年齢での金融取引からの排除
⇒機会喪失

顧客理解のための上長と訪問
⇒非専門家ｘ2でリスクを検知できているか？

遺言信託
⇒係争になった際、遺言作成時の認知機能を問われ無効になる



認知症予測装置、予測モデル生成装置および認知症予測用プログラム. 岸本泰士郎ら 特願2018-170847. Horigome et al. Scientific Report 2022

自然言語処理を用いた高齢者の10分程度の会話文から認知
症リスクを同定（Data set: 475）

Accuracy 0.900

Sensitivity 0.881

Specificity 0.916

D3 柱4） 遺言執行の支援サービス開発

柱4で活用する自然言語処理AIツール概念図



D3 柱4） 遺言を確実に執行させるサービス開発

柱4で取り組む開発内容全体の概念図（金融機関職員によるレーティングおよび自然言語処理AIツールの活用

1. 財産及び家族構成についての認識

情報開示と質問 採点基準（回答例）
#1 財産についての認識 ＜2点＞正確に言える

『世田谷区に自宅があり、杉並区にアパートを持っています。
預金は〇〇銀行に3000万円程度。』
＜1点＞一部は言える・不明確・不正確な部分あり
『自宅と預金が少しあるだけだよ』
＜0点＞言えない
『妻が管理しているからわからない』

2. 遺言についての認識

#1 遺言内容についての理解① ＜2点＞遺言内容について正確に言える
『自宅の土地建物を妻にすべて相続させ、預金は妻に1/2、
長男に1/3、次男に1/6を承継させる』
＜1点＞一部は言える・不明確・不正確な部分あり
『自宅は妻へ、預金は長男に配慮した配分です』
＜0点＞言えない
『揉めないようにした』（遺言内容が言えない）

3. 結果の推測
・・・・ ・・・・

遺言理解を確認するチェックシート

話の内容の具体性を定量する自然言語処理ツール

遺言理解チェックシート

●慶應義塾大学と金融機関との共同開発

自然言語処理AI

●慶應義塾大学+FRONTEOによる開発（日本特許取得済
み6733891、韓国取得済み、欧州取得済み）

●本技術は認知症スクリーニング医療機器として承認取得への
準備中

●本課題においては、この技術を援用し、チェックシートの客観
的な点数付けを行うAIツールとして開発予定

遺言が完成したときに顧客にその理解
度を確認する形式

医療同意能力評価で用いられる
MacCATを参考に作成

項目に渡る幅広い認知機能を網羅
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